
1

上
野
和
男

共
同
研
究「
宮
座
と
社
会
：
そ
の
歴
史
と
構
造
」の
概
要

　

共
同
研
究
「
宮
座
と
社
会
：
そ
の
歴
史
と
構
造
」
を
中
心
と
し
た
国
立
歴
史
民
俗

博
物
館
の
研
究
事
業
は
、
二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
〇
六
年
に
い
た
る
三
年
間
を
中

心
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
で
は
、
宮
座
研
究
を

含
む
共
同
研
究
な
ど
は
か
な
り
あ
っ
た
が
、
宮
座
研
究
に
本
格
的
に
取
り
組
ん
だ
の

は
こ
れ
が
は
じ
め
て
で
あ
っ
た
。
今
回
の
宮
座
関
係
の
研
究
事
業
は
、
共
同
研
究

「
宮
座
と
社
会
：
そ
の
歴
史
と
構
造
」、
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研

究
（
A
）「
現
代
の
宮
座
の
総
合
的
調
査
研
究
お
よ
び
宮
座
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

構
築
」、
宮
座
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
民
俗
文
化
財
映
像
資
料
「
久
井
稲
生
神
社
の
御

当
」
の
四
事
業
か
ら
な
っ
て
い
る
。

1
．
共
同
研
究「
宮
座
と
社
会
：
そ
の
歴
史
と
構
造
」（
二
〇
〇
三
―
二
〇
〇
五
）

（
1
）
研
究
目
的

本
研
究
は
、こ
れ
ま
で
の
各
分
野
に
お
け
る
宮
座
研
究
の
成
果
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、

現
段
階
に
お
い
て
宮
座
と
社
会
と
の
関
連
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
総
合
的
な
研

究
で
あ
る
。

本
研
究
は
、
主
に
次
の
三
つ
の
部
分
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
第
一
は
、
宮
座
と
社
会

に
つ
い
て
の
理
論
的
な
検
討
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
宮
座
研
究
に
よ
っ
て
宮
座
と
地

域
社
会
構
造
の
関
連
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
が
、
宮
座
の
概
念
や
、
家
族
親
族
組

織
と
の
関
連
な
ど
残
さ
れ
た
課
題
も
多
い
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
現
在
の
宮
座
研
究
を

担
う
研
究
者
で
議
論
を
進
め
る
。そ
の
際
、こ
れ
ま
で
の
宮
座
理
論
の
モ
デ
ル
と
な
っ

て
き
た
近
畿
地
方
の
宮
座
の
み
な
ら
ず
広
く
他
地
域
の
宮
座
を
含
め
て
検
討
す
る
。

第
二
は
、
宮
座
の
現
在
的
状
況
に
つ
い
て
広
範
な
地
域
の
調
査
を
実
施
し
、
現
代
の

宮
座
の
特
質
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
中
世
に
成
立
し
た
宮
座
は
こ
れ
ま
で

に
も
大
き
な
変
化
を
遂
げ
て
き
た
が
、
現
在
の
宮
座
も
大
き
な
変
貌
の
さ
な
か
に
あ

り
、
そ
の
実
態
を
現
地
調
査
に
よ
っ
て
解
明
す
る
。
第
三
は
、
各
種
の
宮
座
情
報
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
で
あ
る
。
そ
の
中
心
は
、
本
館
が
マ
イ
ク
ロ
資
料
と
し
て
所

蔵
し
て
い
る
『
肥
後
和
男
宮
座
調
査
資
料
』
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
で
あ
る
。

な
お
、
本
研
究
に
関
連
し
て
、
平
成
一
五
年
度
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
・

基
盤
研
究
（
A
）「
現
代
の
宮
座
の
総
合
的
調
査
研
究
お
よ
び
宮
座
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
の
構
築
」
を
得
て
い
る
。

（
2
）
研
究
経
緯

共
同
研
究
会
報
告
・
調
査

〈
二
〇
〇
三
年
度
〉

◇
第
1
回
研
究
会　

六
月
七
日
（
土
）・
七
日
（
日
）、
於
：
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
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八
木　
　

透　
　
「
丹
波
と
播
磨
の
当
屋
祭
祀
」

上
野　

和
男　
　
「
宮
座
研
究
の
課
題
―
国
東
半
島
の
宮
座
を
事
例
と
し
て
―
」

今
後
の
研
究
計
画
に
関
す
る
討
議

◇
第
2
回
研
究
会　

一
〇
月
一
二
日
（
日
）・
一
三
日
（
月
）、
於
：
滋
賀
県
野
洲
町

　

中
央
公
民
館
、
御
上
神
社

橋
本　
　

章　
　
「
宮
座
の
外
形
に
つ
い
て
」

薗
部　

寿
樹　
　
「
名
主
座
に
お
け
る
村
落
内
身
分
の
研
究
」

上
野　

和
男　
　
「
御
上
神
社
の
宮
座
組
織
と
儀
礼
」

御
上
神
社
芋
茎
ま
つ
り
の
調
査
、
野
洲
町
歴
史
民
俗
資
料
館
の
見
学

◇
第
3
回
研
究
会　

一
二
月
一
三
日
（
土
）・
一
四
日
（
日
）、
於
：
国
立
歴
史
民
俗

　

博
物
館

坂
田　
　

聡　
　
「
中
世
後
期
―
近
世
前
期
に
お
け
る
宮
座
の
構
造
と
村
落
類
型
―

丹
波
国
山
国
地
域
の
宮
座
・
同
族
組
織
・
家
格
制
の
考
察
を
中
心

に
―
」

政
岡　

伸
洋　
　
「
宮
座
の
事
例
か
ら
民
俗
学
は
何
を
学
ぶ
べ
き
か
―
民
俗
と
し
て

の
宮
座
に
対
す
る
新
た
な
理
解
に
向
け
て
の
予
備
的
考
察
―
」

宮
座
文
献
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
に
関
す
る
討
議

◇
第
4
回
研
究
会　

二
月
二
八
（
土
）
〜
三
月
二
日
（
火
）、
於
：
亀
岡
市
立
図
書

　

館
真
野　

純
子　
　
「
祭
り
に
表
出
し
た
社
会
構
造
と
伝
承
性
―
近
江
御
上
神
社
の
場

合
―
」

大
野　
　

啓　
　
「
祭
祀
権
と
格
―
口
丹
波
の
二
、三
の
事
例
よ
り
―
」

斉
藤　

利
彦　
　
「
村
と
芸
能
―
京
都
府
福
知
山
市
北
部
地
域
の
農
村
歌
舞
伎
を
中

心
に
―
」

亀
岡
市
・
日
吉
町
・
三
和
町
・
篠
山
市
の
宮
座
調
査
、
日
吉
町
郷
土
資
料
館
の
見
学
、

今
年
度
研
究
会
の
と
り
ま
と
め

〈
二
〇
〇
四
年
度
〉

◇
第
5
回
研
究
会　

二
〇
〇
四
年
五
月
二
九
日
・
三
〇
日
、
於
：
国
立
歴
史
民
俗
博

　

物
館

安
室　
　

知　
　
「
宮
座
と
共
同
漁
労
」

森
本　

一
彦　
　
「
社
会
関
係
か
ら
み
た
宮
座
」

市
川　

秀
之　
　
「
山
口
県
防
府
の
宮
座
」

岡
山
県
志
呂
神
社
の
宮
座
行
事
に
つ
い
て
の
ビ
デ
オ
映
写
と
そ
の
検
討

◇
第
6
回
研
究
会　

二
〇
〇
四
年
一
〇
月
一
六
日
―
二
〇
日
、
於
：
大
分
県
立
歴
史

　

博
物
館
、
白
鬚
田
原
神
社
、
岡
山
県
志
呂
神
社

段
上　

達
雄　
　
「
東
九
州
の
ジ
ガ
ン
と
ジ
ガ
ン
座
」

菅
野　

剛
宏　
　
（
大
分
県
立
歴
史
博
物
館
）「
国
東
半
島
の
祭
祀
組
織
に
つ
い
て
」

上
野　

和
男　
　
「
白
鬚
田
原
神
社
の
宮
座
組
織
と
そ
の
儀
礼
」

大
分
県
立
歴
史
博
物
館
の
展
示
見
学
、
白
鬚
田
原
神
社
の
ど
ぶ
ろ
く
祭
の
調
査

神
原
英
朗　
　
　
（
前
岡
山
県
建
部
町
教
育
委
員
会
）「
志
呂
神
社
京
尾
御
供
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　

て
」

志
呂
神
社
秋
祭
の
調
査
。

◇
第
7
回
研
究
会　

二
〇
〇
五
年
一
月
八
日
―
九
日
、
於
：
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

小
栗
栖
健
治　
　
「
近
代
に
お
け
る
宮
座
の
変
容
」

崔　
　

杉
昌　
　
「
宮
座
の
変
容
と
再
編
―
岡
山
県
阿
哲
郡
神
郷
町
高
瀬
の
事
例
よ

り
―
」

薗
部　

寿
樹　
　
「
美
作
国
弓
削
荘
に
お
け
る
名
主
座
に
つ
い
て
」

◇
第
8
回
研
究
会　

二
〇
〇
五
年
二
月
一
一
日
―
一
三
日
、
於
：
長
浜
城
歴
史
博
物

　

館
、山
東
町
志
賀
谷
公
民
館

橋
本　
　

章　
　
「
近
江
湖
北
オ
コ
ナ
イ
研
究
の
成
立
と
展
開
」

太
田　

浩
司　
　
「
湖
北
オ
コ
ナ
イ
と
宮
座
」

山
東
町
志
賀
谷
の
オ
コ
ナ
イ
の
調
査
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〈
二
〇
〇
五
年
度
〉

◇
第
9
回
研
究
会　

二
〇
〇
五
年
五
月
一
四
日
―
一
五
日
、
於
：
国
立
歴
史
民
俗
博

　

物
館

上
野　

和
男　
　
「
久
井
稲
生
神
社
の
宮
座
祭
祀
―
概
要
報
告
―
」

小
笠
原
尚
宏　
　
「
久
井
稲
生
神
社
『
御
当
座
』
の
祭
事
概
要
」

薗
部　

寿
樹　
　
「
久
井
稲
生
神
社
文
書
調
査
に
つ
い
て
（
中
間
報
告
）」

市
川　

秀
之　
　
「
滋
賀
県
米
原
市
志
賀
谷
の
お
こ
な
い
に
つ
い
て
」

段
上　

達
雄　
　
「
志
賀
谷
の
オ
コ
ナ
イ
資
料
に
つ
い
て
」

薗
部　

寿
樹　
　
「
近
世
宮
座
に
お
け
る
輪
番
神
主
と
専
任
神
主
―
大
和
国
大
安
寺

村
宮
座
記
録
か
ら
―
」

浦
西　
　

勉　
　
「
奈
良
県
布
留
郷
の
宮
座
の
二
・
三
の
問
題
に
つ
い
て
」

◇
第
10
回
研
究
会　

二
〇
〇
五
年
七
月
五
日
―
七
日　

於
：
秋
田
経
済
法
科
大
学
、

　

東
湖
八
幡
神
社

稲　
　

雄
次　
　
「
東
湖
八
坂
神
社
統
人
行
事
に
つ
い
て
」

関
口　
　

健　
　
「
箟
岳
山
箟
峰
寺
白
山
祭
」 

東
湖
八
坂
神
社
祭
礼
調
査

◇
第
11
回
研
究
会　

二
〇
〇
五
年
一
〇
月
四
日
―
五
日　

於
：
杜
町
中
央
図
書
館

埴
岡　

真
弓　
　
「
荘
園
鎮
守
社
に
お
け
る
宮
座
の
諸
相
―
揖
保
郡
新
宮
町
の
事
例

を
と
お
し
て
―
」

久
下　

隆
史　
　
「
上
鴨
川
住
吉
神
社
の
宮
座
と
芸
能
」

上
鴨
川
住
吉
神
社
祭
礼
の
調
査

◇
第
12
回
研
究
会　

二
〇
〇
五
年
一
二
月
一
〇
日
―
一
一
日　

於
：
国
立
歴
史
民
俗

　

博
物
館

真
野　

純
子　
　
「
若
狭
海
山
の
神
社
祭
祀
と
宇
波
西
神
社
―
宇
波
西
神
事
を
素
材

に
し
て
―
」

橋
本　
　

章　
　
「〈
宮
座
〉と〈
オ
コ
ナ
イ
〉―
宮
座
概
念
の
混
用
が
招
い
た
も
の
―
」

森
本　

一
彦
・
崔　
　

杉
昌
「
岡
山
県
新
見
市
の
神
社
祭
祀
の
事
例
報
告
」

崔　
　

杉
昌　
　
「
三
躰
妙
見
宮
の
祭
祀
組
織
と
儀
礼
」　

小
沢
輝
見
子　
　
「
宮
座
を
も
つ
祭
の
現
在
―
東
近
江
市
妹
の
春
日
神
社
の
祭
礼
よ

り
―
」

市
川　

秀
之　
　
「
肥
後
和
男
宮
座
論
の
再
検
討
」

◇
第
13
回
研
究
会　

二
〇
〇
六
年
三
月
四
日
―
五
日　

於
：
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

福
田
ア
ジ
オ　
　
「
宮
座
と
は
何
か
―
そ
の
概
念
と
類
型
化
に
つ
い
て
―
」

八
木　
　

透　
　
「
祭
祀
・
ト
ウ
ヤ
・
長
老
―
〝
祭
祀
母
体
〞
研
究
の
展
望
と
課
題
―
」

上
野　

和
男　
　
「
宮
座
研
究
の
歴
史
と
現
在
―
概
念
・
当
屋
制
・
変
化
―
」

全
体
討
論
「
宮
座
概
念
と
今
後
の
宮
座
研
究
」

主
な
議
論

　

共
同
研
究
会
で
の
議
論
の
要
点
を
列
記
す
れ
ば
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
宮
座
の
概
念
―
―
「
外
面
的
規
定
」
か
ら
「
内
面
的
規
定
」
へ
、
家
と
個
人
の
二

重
性
、
当
屋
制

②
中
国
・
九
州
の
宮
座
の
構
造
と
当
屋
制
の
類
型
―
―「
家
当
屋
制
」と「
組
当
屋
制
」

　
〈
中
国
地
方
の
宮
座
の
特
徴
〉

・
固
有
名
詞
を
も
つ
「
名
」
な
い
し
「
名
」
に
類
似
す
る
社
会
組
織
を
基
盤
と
し
て

い
る
こ
と

・
名
の
中
で
特
定
の
「
名
」
が
優
越
し
た
地
位
を
持
つ
こ
と

・「
名
」
に
よ
っ
て
神
前
の
着
座
位
置
が
固
定
し
て
い
る
例
が
多
い
こ
と

・
神
官
・
社
家
な
ど
は
別
に
座
を
構
成
す
る
例
が
多
い
こ
と

・
名
主
―
寄
子
関
係
が
認
め
ら
れ
る
こ
と

・
当
屋
制
を
規
定
す
る
原
則
と
し
て
年
齢
的
要
素
が
見
ら
れ
な
い
こ
と

・
最
近
、
座
の
権
利
の
譲
渡
、
売
買
が
み
ら
れ
る
こ
と

③
宮
座
の
現
代
的
変
化

・「
株
座
」
の
変
化
―
―
「
村
座
」
化
。
権
利
の
譲
渡
、売
買
。「
権
利
感
覚
」
か
ら
「
義

務
感
覚
」
へ
。
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・
祭
祀
経
費
の
調
達
法
の
変
化

・
祭
祀
執
行
の
変
化
―
―
「
当
屋
」
祭
祀
か
ら
会
所
・
公
民
館
祭
祀
へ

・
対
等
観
念
の
浸
透

（
3
）
研
究
成
果

　
〈
二
〇
〇
三
年
度
〉

　

こ
の
共
同
研
究
の
課
題
と
し
て
設
定
し
た
「
新
た
な
宮
座
論
」
の
構
築
に
つ
い
て
、

多
く
の
共
同
研
究
員
が
同
じ
よ
う
な
問
題
意
識
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
共
同
研
究
会

の
議
論
を
通
じ
て
確
認
し
得
た
こ
と
は
、
こ
の
共
同
研
究
の
方
向
性
に
関
連
し
て
重

要
性
を
持
つ
と
考
え
る
。
と
く
に
、
共
同
研
究
員
が
近
畿
地
方
以
外
の
宮
座
に
つ
い

て
も
高
い
関
心
を
持
つ
こ
と
を
確
認
で
き
た
の
は
大
き
な
成
果
で
あ
っ
た
。

共
同
研
究
会
の
う
ち
、
第
1
回
の
研
究
会
で
は
共
同
研
究
全
体
の
目
的
に
つ
い
て
議

論
し
、
近
畿
地
方
以
外
の
宮
座
（
と
く
に
中
国
地
方
、
九
州
地
方
）
の
宮
座
を
重
視

し
な
が
ら
、
宮
座
の
あ
ら
た
な
全
体
像
を
構
築
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
研
究
会
に

お
け
る
報
告
は
こ
れ
ま
で
の
共
同
研
究
員
が
進
め
て
き
た
宮
座
研
究
の
成
果
を
報
告

し
た
。
こ
こ
で
も
新
た
な
宮
座
論
に
つ
い
て
、
多
く
の
共
同
研
究
員
が
高
い
関
心
を

持
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
。
こ
の
う
ち
の
ひ
と
つ
は
、原
稿
に
ま
と
め
て『
国

立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
に
投
稿
で
き
た
の
は
大
き
な
成
果
で
あ
っ
た
。

　

二
回
の
研
究
会
は
現
地
調
査
を
兼
ね
て
実
施
し
、
滋
賀
県
野
洲
町
の
御
上
神
社
の

秋
祭
と
京
都
府
亀
岡
市
周
辺
の
宮
座
の
現
状
に
つ
い
て
調
査
し
た
。
と
く
に
御
上
神

社
の
宮
座
は
現
在
、
急
激
な
変
動
を
と
げ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
。
ま
た
、

科
学
研
究
費
補
助
金
を
使
っ
て
共
同
研
究
員
各
自
に
よ
る
各
地
の
宮
座
調
査
を
開
始

し
た
。
そ
の
多
く
は
次
年
度
以
降
も
調
査
が
継
続
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
今
年
度
は
、

調
査
地
の
選
定
と
宮
座
の
現
状
の
確
認
に
力
点
を
置
い
た
。

　

宮
座
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
準
備
の
ひ
と
つ
と
し
て
、「
宮
座
研
究
文
献
目
録
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
」
の
文
献
デ
ー
タ
の
収
集
を
ほ
ぼ
終
了
し
た
。
収
集
し
た
文
献
デ
ー
タ
は

約
一
、五
〇
〇
件
に
の
ぼ
っ
た
。
平
成
一
六
年
度
は
こ
れ
を
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

の
公
開
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
公
開
で
き
る
ま
で
の
段
階
に
な
っ
た
。

　

平
成
一
五
年
度
の
研
究
の
自
己
評
価
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
こ
の
共
同
研
究
の

課
題
と
し
て
設
定
し
た
「
新
た
な
宮
座
論
」
の
構
築
に
つ
い
て
、
多
く
の
共
同
研
究

員
が
同
じ
よ
う
な
問
題
意
識
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
共
同
研
究
会
の
議
論
を
通
じ
て

確
認
し
得
た
こ
と
は
、
こ
の
共
同
研
究
の
方
向
性
に
関
連
し
て
重
要
性
を
持
つ
と
考

え
る
。
と
く
に
、
共
同
研
究
員
が
近
畿
地
方
以
外
の
宮
座
に
つ
い
て
も
高
い
関
心
を

持
つ
こ
と
を
確
認
で
き
た
の
は
成
果
で
あ
っ
た
。

　

宮
座
の
現
状
を
確
認
し
よ
う
と
す
る
現
地
調
査
も
科
学
研
究
費
補
助
金
の
交
付
を

受
け
た
の
で
、
順
調
に
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
宮
座
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

う
ち
、
宮
座
研
究
文
献
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
デ
ー
タ
収
集
の
作
業
を

ほ
ぼ
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

共
同
研
究
の
第
一
年
度
と
し
て
は
、
次
年
度
以
降
に
展
開
す
る
研
究
の
基
礎
を
確

立
し
え
た
と
評
価
し
て
い
る
。

　
〈
二
〇
〇
四
年
度
〉

　

こ
の
共
同
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
近
畿
地
方
の
宮
座
を
基
礎
と
し
て
構
築
さ
れ
た
宮

座
論
か
ら
脱
却
し
、
近
畿
地
方
以
外
の
宮
座
の
本
格
的
な
現
地
調
査
を
踏
ま
え
て
、

新
た
な
宮
座
論
を
構
築
す
る
の
が
目
的
で
あ
る
が
、
今
年
度
も
こ
の
目
的
に
し
た

が
っ
て
現
地
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、
中
国
地
方
・
九
州
地
方
の
宮
座
の
特
徴
に
つ

い
て
の
検
討
を
行
っ
た
。

　

ま
ず
、
中
国
地
方
・
九
州
地
方
の
宮
座
の
現
地
調
査
と
し
て
、
大
分
県
国
東
半
島

の
大
田
村
白
鬚
田
原
神
社
の
宮
座
お
よ
び
そ
の
祭
礼
の
調
査
、
岡
山
県
建
部
町
の
志

呂
神
社
の
宮
座
祭
礼
の
調
査
を
共
同
で
実
施
す
る
と
と
も
に
、
広
島
県
久
井
町
の
久

井
稲
生
神
社
の
文
書
調
査
、
撮
影
、
祭
礼
調
査
を
実
施
し
た
。
こ
れ
ら
は
何
れ
も
名
、

も
し
く
は
神
官
組
を
ベ
ー
ス
と
す
る
当
屋
制
を
特
徴
と
し
て
お
り
、
直
接
的
に
家
を

ベ
ー
ス
と
し
て
い
る
近
畿
地
方
の
当
屋
制
と
は
異
な
る
当
屋
制
を
基
礎
と
す
る
宮
座

で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
中
世
的
と
考
え
ら
れ
る
宮
座
組
織
が
、
現
在
、
激
し
く
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変
貌
し
つ
つ
あ
る
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
第
5
回
、
お
よ
び
第
7
回
の
研
究
会

に
お
い
て
、
中
国
・
九
州
の
宮
座
の
理
論
的
検
討
を
試
み
、
そ
の
共
通
す
る
特
徴
を

以
下
の
よ
う
に
、
ほ
ぼ
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
名
な
い
し
名
に
類
似
す
る
社
会

組
織
を
基
盤
と
し
て
い
る
こ
と
、
名
に
は
固
有
名
詞
が
付
与
さ
れ
て
い
る
例
が
多
い

こ
と
、
名
の
中
で
特
定
の
名
が
優
越
し
た
地
位
を
持
つ
こ
と
、
名
に
よ
っ
て
神
前
の

着
座
位
置
が
固
定
し
て
い
る
例
が
多
い
こ
と
、
神
官
・
社
家
は
別
に
座
を
構
成
す
る

例
が
多
い
こ
と
、
当
屋
制
を
規
定
す
る
原
則
と
し
て
年
齢
的
要
素
が
見
ら
れ
な
い
こ

と
、
最
近
、
宮
座
組
織
の
変
容
が
著
し
い
こ
と
。
中
国
・
九
州
の
宮
座
に
つ
い
て
、

こ
の
よ
う
に
一
定
の
見
通
し
が
得
ら
れ
た
こ
と
は
、
今
年
度
の
共
同
研
究
の
大
き
な

成
果
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
第
8
回
研
究
会
で
は
、
滋
賀
県
湖
北
地
域
の
オ
コ
ナ
イ
に
つ
い
て
調

査
を
実
施
し
た
。
オ
コ
ナ
イ
は
宮
座
論
に
微
妙
に
か
ら
む
祭
礼
行
事
で
あ
る
が
、
宮

座
の
視
点
か
ら
オ
コ
ナ
イ
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
、
本
格
的
に

検
討
し
た
。

　

宮
座
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
準
備
の
ひ
と
つ
と
し
て
、「
宮
座
研
究
文
献
目
録
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
」
の
文
献
デ
ー
タ
の
補
充
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
国
立
歴
史
民

俗
博
物
館
の
公
開
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
公
開
す
る
準
備
を
進
め
た
。

　
〈
二
〇
〇
五
年
度
〉

　

共
同
研
究
会
は
今
年
度
五
回
実
施
し
た
。
報
告
の
中
心
は
、
こ
れ
ま
で3
年
間
に

共
同
研
究
員
が
現
地
調
査
を
実
施
し
た
各
地
の
宮
座
で
あ
る
が
、
こ
の
共
同
研
究
の

主
眼
で
あ
っ
た
近
畿
地
方
以
外
の
宮
座
の
報
告
は
中
心
と
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
報

告
か
ら
、
宮
座
の
構
造
は
、
近
畿
地
方
の
宮
座
、
兵
庫
県
以
西
の
中
国
地
方
、
九
州

地
方
の
宮
座
、
お
よ
び
関
東
・
東
北
地
方
の
宮
座
に
区
分
で
き
る
見
通
し
が
得
ら
れ

た
の
は
大
き
な
成
果
で
あ
っ
た
。
第
5
回
研
究
会
で
は
、
近
畿
地
方
以
外
の
宮
座
に

つ
い
て
の
広
範
な
調
査
を
踏
ま
え
て
、
現
段
階
に
お
け
る
宮
座
の
概
念
に
つ
い
て
総

括
的
な
検
討
を
行
っ
た
。

　

今
年
度
は
、
東
湖
八
幡
神
社
（
秋
田
県
潟
上
市
）、
上
鴨
川
住
吉
神
社
（
兵
庫
県
）

の
宮
座
に
つ
い
て
共
同
の
現
地
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
と
く
に
、
東
湖

八
幡
神
社
の
統
人
行
事
は
、
当
屋
制
に
も
と
づ
い
て
祭
祀
が
行
わ
れ
て
お
り
、
東
北

地
方
に
お
け
る
宮
座
を
考
察
す
る
上
で
重
要
な
事
例
資
料
を
収
集
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
こ
の
ほ
か
に
も
科
学
研
究
費
補
助
金
を
使
っ
て
、
久
井
稲
生
神
社
の
御
当
行
事

（
広
島
県
）、
若
狭
宇
波
西
神
社
の
宮
座
（
福
井
県
）
等
の
調
査
も
実
施
し
た
。

　

こ
の
共
同
研
究
は
、
最
近
沈
滞
化
し
つ
つ
あ
る
宮
座
研
究
を
活
性
化
す
る
た
め
の

新
た
な
基
礎
を
構
築
す
る
こ
と
に
目
的
が
あ
っ
た
が
、
宮
座
概
念
の
再
検
討
、
近
畿

地
方
以
外
の
宮
座
の
集
中
的
調
査
お
よ
び
「
宮
座
文
献
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
構
築
な

ど
の
成
果
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
た
、
こ
の
共
同
研
究
を
開
始
以
来
、
宮
座
研
究
は

再
び
活
発
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
数
冊
の
学
術
書
も
刊
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
宮
座

研
究
の
再
活
性
化
の
目
標
は
実
現
し
つ
つ
あ
る
と
い
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
三
年

間
と
い
う
時
間
は
宮
座
研
究
に
と
っ
て
は
あ
ま
り
に
も
短
く
、
理
論
的
検
討
に
お
い

て
も
、
ま
た
現
地
調
査
に
お
い
て
も
課
題
が
多
く
残
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
歴
博
の

共
同
研
究
と
し
て
、
全
国
の
研
究
者
を
結
集
し
て
研
究
に
取
り
組
む
こ
と
は
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
。

（
4
）
組
織
（
共
同
研
究
実
施
時
）

　
　

共
同
研
究
員

＊
八
木　
　

透　
　

佛
教
大
学
文
学
部
・
教
授
・
民
俗
学　

研
究
代
表
者

坂
田　
　

聡　
　

中
央
大
学
文
学
部
・
教
授
・
中
世
史

薗
部　

寿
樹　
　

山
形
県
立
女
子
短
期
大
学
・
教
授
・
中
世
史

小
栗
栖
健
治　
　

兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
・
館
長
補
佐
・
歴
史
民
俗
学

福
田
ア
ジ
オ　
　

神
奈
川
大
学
外
国
語
学
部
・
教
授
・
民
俗
学
、
歴
史
学

浦
西　
　

勉　
　

奈
良
県
立
民
俗
博
物
館
・
主
任
学
芸
員
・
歴
史
民
俗
学　
　

市
川　

秀
之　
　

大
阪
狭
山
市
教
育
委
員
会
・
学
芸
員
・
民
俗
学

政
岡　

伸
洋　
　

東
北
学
院
大
学
文
学
部
・
助
教
授
・
民
俗
学



国立歴史民俗博物館研究報告
第 161集　2011年 3月

6

橋
本　
　

章　
　

長
浜
市
史
編
纂
室
・
学
芸
員
・
民
俗
学

斎
藤　

利
彦　
　

佛
教
大
学
文
学
部
・
講
師
・
民
俗
学
、
芸
能
史

森
本　

一
彦　
　

京
都
文
教
女
子
高
校
・
講
師
・
民
俗
学

段
上　

達
雄　
　

別
府
大
学
文
学
部
・
教
授
・
宗
教
民
俗
学

上
野　

和
男　
　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
・
教
授
・
社
会
人
類
学

稲　
　

雄
次　
　

秋
田
経
済
法
科
大
学
法
学
部
・
教
授
・
日
本
政
治
思
想
史

真
野　

純
子　
　

学
識
経
験
者
・
近
世
史

安
室　
　

知　
　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
・
助
教
授
・
民
俗
学

青
木　

隆
浩　
　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
・
助
手
・
民
俗
学

　

招
待
報
告
者

大
野　
　

啓　
　

佛
教
大
学
・
大
学
院
生
・
民
俗
学

菅
野　

剛
宏　
　

大
分
県
立
歴
史
博
物
館
・
学
芸
員
・
民
俗
学

神
原　

英
明　
　

岡
山
県
建
部
町
教
育
委
員
会

崔　
　

杉
昌　
　

佛
教
大
学
・
大
学
院
生
・
民
俗
学

太
田　

浩
司　
　

長
浜
城
歴
史
博
物
館
・
学
芸
員
・
中
世
史

小
笠
原
尚
宏　
　

総
合
研
究
大
学
院
大
学
・
日
本
歴
史
専
攻
大
学
院
生
・
社
会
学

関
口　
　

健　
　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
・
外
来
研
究
員
・
宗
教
史

埴
岡　

真
弓　
　

学
識
経
験
者
・
中
世
史

久
下　

隆
史　
　

学
識
経
験
者
・
民
俗
学

小
澤
輝
見
子　
　

佛
教
大
学
・
大
学
院
生
・
民
俗
学

2
．
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究
A（
1
）「
現
代
の
宮
座
の
総
合
的
調
査
研

究
お
よ
び
宮
座
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
」（
二
〇
〇
三
―
二
〇
〇
五
年
度
）

　（
1
）
研
究
目
的

　

中
世
に
成
立
し
た
神
社
祭
祀
組
織
と
し
て
の
宮
座
は
、
現
在
、
大
き
な
変
貌
の
さ

な
か
に
あ
る
。
宮
座
は
当
屋
制
を
原
理
と
す
る
神
社
祭
祀
組
織
で
あ
り
、
神
事
当
番

や
神
主
を
交
代
で
勤
め
る
当
屋
を
設
定
し
、
当
屋
を
中
心
に
祭
祀
を
行
な
う
組
織
で

あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
に
も
歴
史
的
に
い
く
つ
か
の
大
き
な
変
化
を
経
験
し
て
き
た
。

ひ
と
つ
は
、
藩
制
村
と
家
制
度
の
成
立
に
伴
う
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
変
化
で

あ
り
、
こ
の
時
期
に
、
村
落
連
合
的
な
宮
座
か
ら
村
落
単
位
の
宮
座
に
変
化
す
る
と

と
も
に
、
個
人
単
位
の
宮
座
か
ら
家
を
単
位
と
す
る
宮
座
に
変
化
し
た
。
い
ま
ひ
と

つ
は
、
明
治
以
降
に
お
け
る
株
座
か
ら
村
座
へ
の
変
化
、
す
な
わ
ち
、
村
落
の
上
層

が
祭
祀
を
独
占
す
る
形
態
か
ら
、
全
戸
に
よ
る
対
等
的
な
祭
祀
へ
の
変
化
で
あ
る
。

さ
ら
に
現
代
で
は
、
村
座
化
が
い
っ
そ
う
急
激
に
進
行
す
る
と
と
も
に
、
宮
座
組
織

や
儀
礼
・
芸
能
も
激
し
く
変
化
し
つ
つ
あ
る
。
な
か
に
は
、
宮
座
そ
の
も
の
が
消
滅

し
て
一
般
的
な
神
社
祭
祀
形
態
に
変
化
し
た
例
も
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う

な
激
し
く
変
化
し
つ
つ
あ
る
現
代
の
宮
座
を
広
範
な
地
域
に
つ
い
て
、
体
系
的
に
調

査
し
、
現
代
に
お
け
る
宮
座
の
変
動
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
宮
座
の
関
す
る

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
し
た
研
究
は
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
。こ
の
意
味
に
お
い
て
、

現
代
の
宮
座
の
体
系
的
な
調
査
研
究
は
、
人
類
学
、
民
俗
学
、
歴
史
学
な
ど
の
宮
座

研
究
の
緊
急
の
課
題
で
あ
る
。

　

本
研
究
は
、こ
れ
ま
で
の
各
分
野
に
お
け
る
宮
座
研
究
の
成
果
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、

現
代
の
宮
座
に
注
目
し
、
宮
座
の
今
日
的
状
況
に
つ
い
て
広
範
な
調
査
を
実
施
し
、

現
代
の
宮
座
の
総
体
的
な
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
も
と
に
し
て

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
成
す
る
一
つ
の
試
み
で
あ
る
。

　

本
研
究
で
試
み
る
研
究
は
、
つ
ぎ
の
二
つ
で
あ
る
。
ひ
と
つ
は
、
現
代
の
宮
座
の

体
系
的
な
調
査
研
究
で
あ
る
。
こ
の
調
査
に
お
い
て
は
、
広
範
な
地
域
の
宮
座
を
多

角
的
に
調
査
す
る
。
こ
れ
ま
で
の
宮
座
の
研
究
は
、
近
畿
地
方
を
中
心
に
行
な
わ
れ

て
き
た
が
、
本
研
究
で
は
近
畿
地
方
以
外
の
関
東
、
中
部
、
中
国
・
四
国
、
九
州
の

宮
座
に
つ
い
て
も
調
査
を
実
施
し
、
近
畿
地
方
の
宮
座
と
比
較
し
な
が
ら
、
全
体
と

し
て
宮
座
の
構
造
と
そ
の
変
化
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
ま
た
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、

組
織
、
儀
礼
、
芸
能
の
三
つ
の
視
点
か
ら
多
角
的
に
調
査
し
、
宮
座
の
歴
史
的
展
開

に
も
注
目
す
る
。
ま
た
、
近
畿
地
方
の
宮
座
に
つ
い
て
は
、
昭
和
初
期
に
宮
座
の
総
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合
的
な
調
査
を
実
施
し
た
歴
史
民
俗
学
者
・
肥
後
和
男
が
残
し
た
「
肥
後
和
男
宮
座

調
査
資
料
」〔
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
マ
イ
ク
ロ
・
フ
ィ
ル
ム
資
料
〕
を
基
礎
と
し
て
実

施
し
、
昭
和
初
期
以
降
の
変
化
を
詳
細
に
追
跡
調
査
す
る
。
い
ま
ひ
と
つ
は
、
宮
座

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
作
成
で
あ
る
。
宮
座
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
つ
ぎ
の
三
つ
の
部
分
か
ら

な
る
。
第
一
は
、
本
研
究
の
調
査
に
も
と
づ
く
現
代
の
宮
座
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
あ

る
。
こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
は
、
過
去
の
調
査
デ
ー
タ
が
あ
る
宮
座
に
つ
い
て
は
、

過
去
の
デ
ー
タ
も
加
え
て
、変
化
が
明
ら
か
に
で
き
る
よ
う
に
作
成
す
る
。
第
二
は
、

「
肥
後
和
男
宮
座
調
査
資
料
」
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
で
あ
る
。
こ
の
資
料
は
、
こ
れ

ま
で
宮
座
研
究
者
に
公
開
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
本
研
究
に
お
い
て
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と

し
て
公
開
し
た
い
。
第
三
は
、宮
座
研
究
の
論
文
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
あ
る
。
こ
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
に
は
、
宮
座
研
究
の
中
核
部
分
を
な
す
人
類
学
、
民
俗
学
、
歴
史
学
以
外

の
分
野
の
研
究
、
す
な
わ
ち
、
宗
教
学
、
社
会
学
、
芸
能
史
な
ど
の
論
文
も
含
め

る
。
現
在
、
宮
座
研
究
は
や
や
停
滞
し
て
い
る
と
い
え
る
。
宮
座
の
本
質
の
解
明
が

一
段
落
し
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
宮
座
の
変
化

に
つ
い
て
は
多
く
の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
今
後
の
宮
座
研
究
の
展
開
の
た
め
に

は
、
宮
座
研
究
者
の
共
通
財
産
と
な
り
う
る
現
代
の
宮
座
の
体
系
的
な
調
査
と
、
宮

座
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
が
緊
急
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
本

研
究
は
、
今
後
の
宮
座
研
究
の
展
開
の
た
め
の
あ
ら
た
な
重
要
な
基
礎
を
提
供
し
得

る
研
究
で
あ
る
。

（
2
）
調
査

　

本
研
究
で
は
、
現
代
の
宮
座
の
変
化
に
つ
い
て
の
現
地
調
査
、
文
書
資
料
調
査
、

宮
座
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
を
中
心
に
研
究
活
動
を
行
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
本
研
究

で
実
施
し
た
主
な
調
査
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

共
同
調
査

御
上
神
社
芋
茎
ま
つ
り
の
調
査
（
滋
賀
県
）

亀
岡
市
・
日
吉
町
・
三
和
町
・
篠
山
市
の
宮
座
調
査
（
京
都
府
）

白
鬚
田
原
神
社
の
ど
ぶ
ろ
く
祭
の
調
査
（
大
分
県
）

志
呂
神
社
秋
祭
の
調
査
（
岡
山
県
）

山
東
町
滋
賀
谷
の
オ
コ
ナ
イ
の
調
査
（
滋
賀
県
）

東
湖
八
坂
神
社
祭
礼
調
査
（
秋
田
県
）

上
鴨
川
住
吉
神
社
祭
礼
の
調
査
（
兵
庫
県
）

久
井
稲
生
神
社
の
御
当
行
事
調
査
（
広
島
県
）

妹
春
日
神
社
の
宮
座
調
査
（
滋
賀
県
）

　

個
別
調
査

秋
田
県
潟
上
市
の
東
湖
八
幡
神
社
の
統
人
行
事
の
調
査

福
井
県
三
方
上
中
郡
若
狭
町
の
宇
波
西
神
社
の
宮
座
調
査

滋
賀
県
野
洲
郡
野
洲
町
の
御
上
神
社
の
宮
座
お
よ
び
秋
祭
の
調
査

滋
賀
県
北
部
地
域
の
オ
コ
ナ
イ
の
調
査
（
米
原
市
ほ
か
）

滋
賀
県
東
近
江
市
妹
の
春
日
神
社
の
宮
座
儀
礼
調
査

岡
山
県
新
見
市
の
宮
座
調
査

広
島
県
久
井
稲
生
神
社
の
宮
座
、
お
よ
び
宮
座
関
係
文
書
の
調
査

山
口
県
防
府
市
に
お
け
る
宮
座
調
査

（
3
）
文
書
調
査
・
撮
影

宮
座
関
係
文
書
の
資
料
化
と
し
て
、
以
下
の
文
書
の
撮
影
、
C
D
化
お
よ
び
紙
焼

き
本
の
制
作
を
行
っ
た
。

聖
心
女
子
大
学
所
蔵
宮
座
文
書

滋
賀
県
日
野
町
熊
野
の
宮
座
文
書

貴
志
・
山
田
区
有
宮
座
文
書
（
兵
庫
県
）

新
宮
町
宮
座
文
書
（
兵
庫
県
）

志
呂
神
社
文
書
（
岡
山
県
）

久
井
稲
生
神
社
文
書
調
査
（
広
島
県
三
原
市
久
井
町
）

山
科
家
文
書
（
広
島
県
三
原
市
久
井
町
）
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小
田
家
・
八
田
家
文
書
（
広
島
県
廿
日
市
市
）

（
4
）
宮
座
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

　

森
本
一
彦
氏
が
作
成
し
た
宮
座
論
文
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
も
と
に
、
研
究
メ
ン
バ
ー

で
補
充
作
業
を
行
い
、
そ
の
成
果
を
、
森
本
一
彦
編
『
宮
座
文
献
目
録
二
〇
〇
三
年

度
版
』（
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究
A
「
現
代
の
宮
座
の
総
合
的
調
査
研
究

お
よ
び
宮
座
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
」
調
査
報
告
書
1
）
と
し
て
刊
行
し
た
。

（
5
）
研
究
成
果

　

こ
の
研
究
は
、
最
近
沈
滞
化
し
つ
つ
あ
る
宮
座
研
究
を
活
性
化
す
る
た
め
の
新
た

な
基
礎
を
構
築
す
る
こ
と
に
目
的
が
あ
っ
た
が
、
総
論
的
に
い
え
ば
、
宮
座
概
念
の

再
検
討
、
近
畿
地
方
以
外
の
宮
座
の
集
中
的
調
査
お
よ
び
「
宮
座
文
献
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
」
の
構
築
な
ど
の
成
果
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
た
、こ
の
共
同
研
究
を
開
始
以
来
、

宮
座
研
究
は
再
び
活
発
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
数
冊
の
学
術
書
も
刊
行
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
宮
座
研
究
の
再
活
性
化
の
目
標
は
実
現
し
つ
つ
あ
る
と
い
え
る
。

　

中
国
地
方
・
九
州
地
方
の
宮
座
に
つ
い
て
は
、
現
地
調
査
と
し
て
、
大
分
県
国
東

半
島
の
大
田
村
白
鬚
田
原
神
社
の
宮
座
お
よ
び
そ
の
祭
礼
の
調
査
、
岡
山
県
建
部
町

の
志
呂
神
社
の
宮
座
祭
礼
の
調
査
を
共
同
で
実
施
す
る
と
と
も
に
、
広
島
県
久
井
町

の
久
井
稲
生
神
社
の
文
書
調
査
、
撮
影
、
祭
礼
調
査
を
実
施
し
た
。
こ
れ
ら
は
何
れ

も
「
名
」、
も
し
く
は
神
官
組
を
ベ
ー
ス
と
す
る
当
屋
制
を
特
徴
と
し
て
お
り
、
直

接
的
に
家
を
ベ
ー
ス
と
し
て
い
る
近
畿
地
方
の
当
屋
制
と
は
こ
と
な
る
当
屋
制
を
基

礎
と
す
る
宮
座
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
中
世
的
と
考
え
ら
れ
る
宮
座
組
織
が
、

現
在
、
激
し
く
変
貌
し
つ
つ
あ
る
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

中
国
・
九
州
の
宮
座
の
特
徴
を
以
下
の
よ
う
に
、
ほ
ぼ
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

名
な
い
し
名
に
類
似
す
る
社
会
組
織
を
基
盤
と
し
て
い
る
こ
と
、
名
の
中
で
特
定
の

「
名
」
が
優
越
し
た
地
位
を
持
つ
こ
と
、「
名
」
に
よ
っ
て
神
前
の
着
座
位
置
が
固
定

し
て
い
る
例
が
多
い
こ
と
、
神
官
・
社
家
は
別
に
座
を
構
成
す
る
例
が
多
い
こ
と
、

当
屋
制
を
規
定
す
る
原
則
と
し
て
年
齢
的
要
素
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
。

　
『
宮
座
文
献
目
録
二
〇
〇
三
年
版
』
と
「
宮
座
研
究
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
構
築
―

―
「
宮
座
研
究
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
を
完
成
さ
せ
、国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
公
開
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
の
ひ
と
つ
と
し
て
公
開
す
る
準
備
を
整
え
た
。

（
6
）
研
究
組
織

　
　

研
究
代
表
者
・
研
究
分
担
者

＊
上
野　

和
男　
　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
教
授
、
研
究
代
表
者

　

宮
家　
　

準　
　

国
学
院
大
学
神
道
文
化
学
部
教
授

　

福
田
ア
ジ
オ　
　

神
奈
川
大
学
外
国
語
学
部
教
授

　

松
尾　

恒
一　
　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
助
教
授

　

薗
部　

寿
樹　
　

山
形
県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学
教
授

　

八
木　
　

透　
　

佛
教
大
学
文
学
部
教
授

　

政
岡　

伸
洋　
　

東
北
学
院
大
学
文
学
部
助
教
授

　

段
上　

達
雄　
　

別
府
大
学
文
学
部
教
授

　

笹
原　

亮
二　
　

国
立
民
族
学
博
物
館
助
教
授　

　

安
室　
　

知　
　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
助
教
授

　

青
木　

隆
浩　
　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
助
手

　

研
究
協
力
者

市
川　

秀
之　
　

大
阪
狭
山
市
教
育
委
員
会
・
民
俗
学

小
栗
栖
健
治　
　

兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
・
歴
史
民
俗
学

坂
田　
　

聡　
　

中
央
大
学
文
学
部
・
中
世
史

真
野　

純
子　
　

学
識
経
験
者
・
近
世
史

橋
本　
　

章　
　

長
浜
市
史
編
纂
室
・
民
俗
学

森
本　

一
彦　
　

京
都
文
教
女
子
高
校
・
民
俗
学

埴
岡　

真
弓　
　

学
識
経
験
者
・
中
世
史

宇
野　

功
一　
　

科
学
研
究
費
研
究
員
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小
笠
原
尚
宏　
　

総
合
研
究
大
学
院
大
学
日
本
歴
史
研
究
専
攻
院
生

（
7
）
成
果
報
告
書
の
刊
行

　

宮
座
の
現
地
調
査
、
文
書
調
査
、
宮
座
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
を
中
心
と
す
る
、

科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究
A
（
1
）「
現
代
の
宮
座
の
総
合
的
調
査
研
究
お

よ
び
宮
座
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
」
の
成
果
報
告
書
は
、
二
〇
〇
六
年
三
月
に

次
の
よ
う
な
内
容
で
刊
行
し
た
。

稲　
　

雄
次　
　

東
湖
八
坂
神
社
祭
統
人
行
事

真
野　

純
子　
　

若
狭
海
山
の
宇
波
西
神
事
と
宇
波
西
神
社
の
祭
礼
―
平
成
一
七
年       

（
二
〇
〇
五
）
の
観
察
記
録
か
ら
―

橋
本　
　

章　
　

湖
北
の
オ
コ
ナ
イ
と
宮
座
―
滋
賀
県
木
ノ
本
町
杉
野
の
事
例
か
ら

―

市
川　

秀
之　
　

滋
賀
県
米
原
市
志
賀
谷
に
お
け
る
オ
コ
ナ
イ
行
事
の
変
容
と
村
落

社
会

段
上　

達
雄　
　

志
賀
谷
華
の
頭
の
絵
画
資
料　
　
　
　
　

八
木　
　

透    

東
近
江
の
宮
座
と
当
屋
制
―
ミ
ヤ
ノ
ト
ウ
と
カ
ン
ヌ
シ
を
め
ぐ
る

事
例
報
告
―

小
笠
原
尚
宏　
　

長
老
衆
と
祭
祀
組
織
―
滋
賀
県
野
洲
市
須
原
の
苗
田
神
社
の
事
例

報
告
―

森
本　

一
彦　
　

座
講
の
開
放
性
と
閉
鎖
性
―
和
歌
山
県
橋
本
市
の
事
例
―

小
栗
栖
健
治　
　

摂
津
国
北
部
地
域
（
三
田
市
）
の
宮
座
資
料

埴
岡　

真
弓　
　

た
つ
の
市
新
宮
町
域
の
宮
座
資
料
に
つ
い
て

崔　
　

杉
昌　
　

新
見
市
の
宮
座
の
構
成
と
特
徴

上
野　

和
男　
　

久
井
稲
生
神
社
の
宮
座
組
織

斉
藤　

利
彦　
　

京
都
府
福
知
山
市
北
部
地
域
の
村
落
社
会
と
芸
能
関
係
資
料
集

薗
部　

寿
樹　
　

美
作
国
弓
削
荘
名
主
座
関
係
文
書

薗
部　

寿
樹　
　

聖
心
女
子
大
学
文
学
部
所
蔵
文
書

薗
部　

寿
樹　
　

備
後
国
久
井
稲
生
神
社
名
主
座
関
係
文
書

薗
部　

寿
樹　
　

安
芸
国
久
島
郷
小
田
家
文
書

　
　
〈
資
料
〉

　
　

1　

美
作
国
弓
削
荘
名
主
座
関
係
文
書

　
　

2　

聖
心
女
子
大
学
文
学
部
所
蔵
文
書

　
　

3　

備
後
国
久
井
稲
生
神
社
名
主
座
関
係
文
書

　
　

4　

久
井
稲
生
神
社
文
書
目
録

　
　

5　

森
本
一
彦
編
『
宮
座
文
献
目
録
二
〇
〇
三
年
版
』

3
．
宮
座
研
究
論
文
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
・
公
開

　

こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、昭
和
初
期
か
ら
開
始
さ
れ
た
「
宮
座
」
に
関
す
る
論
文
・

報
告
を
網
羅
し
た
始
め
て
の
本
格
的
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
あ
る
。「
宮
座
」
は
当
屋

制
を
原
理
と
す
る
神
社
祭
祀
組
織
で
あ
る
が
、
宮
座
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
、
歴
史

学
、
人
類
学
、
民
俗
学
、
宗
教
学
、
社
会
学
を
は
じ
め
と
し
て
広
範
な
分
野
で
研
究

が
進
み
、
調
査
報
告
・
論
文
の
数
は
膨
大
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
宮

座
関
係
論
文
を
網
羅
し
、
多
角
的
に
検
索
し
う
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
構
築
さ
れ
た
こ

と
が
な
く
、
せ
い
ぜ
い
各
専
門
分
野
ご
と
の
文
献
目
録
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
こ
の

「
宮
座
研
究
論
文
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
は
、
各
分
野
の
宮
座
研
究
を
網
羅
し
、
著
者
、

刊
行
年
、
対
象
地
域
、
論
文
タ
イ
ト
ル
、
雑
誌
名
な
ど
か
ら
多
角
的
検
索
で
き
る
よ

う
に
作
ら
れ
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
あ
る
。

　

こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
共
同
研
究
「
宮
座
と
社
会
：
そ
の
歴
史
と
構
造
」

（
二
〇
〇
三
―
二
〇
〇
五
年
度
）
お
よ
び
科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
る
基
盤
研
究

（
A
）「
現
代
の
宮
座
の
総
合
的
調
査
研
究
お
よ
び
宮
座
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
」

（
二
〇
〇
三
―
二
〇
〇
五
年
度
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は

は
じ
め
、
共
同
研
究
員
・
森
本
一
彦
氏
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
、
共
同
研
究
の
メ
ン
バ
ー

に
よ
る
デ
ー
タ
の
追
加
を
へ
て
、
二
〇
〇
四
年
度
に
完
成
し
た
。
そ
の
後
、
国
立
歴
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史
民
俗
博
物
館
の
公
開
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
公
開
す
る
準
備
を
進
め
、
二
〇
〇
六

年
四
月
に
公
開
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
に
先
立
っ
て
、
二
〇
〇
四
年
三
月
に
、
森
本

一
彦
編
『
宮
座
文
献
目
録
二
〇
〇
三
年
度
版
』〔
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究
A

「
現
代
の
宮
座
の
総
合
的
調
査
研
究
お
よ
び
宮
座
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
」
調
査
報
告

書
1
〕
と
し
て
刊
行
し
た
。

　

最
近
の
宮
座
研
究
の
停
滞
の
一
因
は
、
膨
大
な
研
究
を
効
率
的
に
検
索
で
き
る

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
欠
如
に
あ
っ
た
が
、
こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
っ
て
こ
の
問
題
は

解
消
し
た
と
い
え
る
。
ま
た
、
こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、
宮
座
研
究
史
の
追
跡
と
考

察
に
も
有
力
な
材
料
を
提
供
し
得
る
。
各
分
野
の
わ
た
る
総
合
的
な
宮
座
研
究
史
の

検
討
は
、
こ
れ
ま
で
試
み
ら
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
っ
て
、
そ

の
可
能
性
が
与
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
意
味
に
お
い
て
、
こ
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
は
、
宮
座
研
究
の
今
後
の
新
た
な
展
開
に
寄
与
す
る
と
確
信
す
る
。

4
．
民
俗
文
化
財
映
像
資
料「
久
井
稲
生
神
社
の
御
当
」の
制
作

（
1
）
趣
旨

　

民
俗
文
化
財
映
像
資
料
は
、「
民
俗
研
究
映
像
」
と
と
も
に
、
国
立
歴
史
民
俗
博

物
館
が
制
作
す
る
民
俗
映
像
資
料
の
一
つ
で
あ
る
。
民
俗
研
究
映
像
が
研
究
の
一

手
段
と
し
て
、
ま
た
、
研
究
成
果
の
映
像
化
を
目
的
と
し
て
制
作
す
る
の
に
対
し

て
、
民
俗
文
化
財
映
像
資
料
は
民
俗
文
化
財
の
記
録
保
存
を
目
的
と
し
て
い
る
。
民

俗
文
化
財
映
像
資
料
は
、
文
化
庁
の
協
力
の
も
と
に
、
全
国
各
地
に
伝
承
さ
れ
て
い

る
生
活
技
術
、
社
会
組
織
、
民
間
信
仰
、
祭
礼
、
民
俗
芸
能
な
ど
の
現
状
を
記
録
し

た
映
像
で
あ
る
。
基
本
的
に
こ
の
映
像
資
料
は
、
文
化
庁
が
選
択
し
た
「
記
録
作

成
等
の
措
置
を
講
ず
べ
き
無
形
の
民
俗
文
化
財
」（
一
九
九
九
年
八
月
一
日
現
在
、

四
九
七
件
）
の
中
か
ら
、
緊
急
に
記
録
す
る
必
要
性
の
高
い
素
材
を
選
択
し
て
作
成

す
る
。
二
〇
〇
一
年
春
に
文
化
庁
と
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
と
の
協
議
が
行
わ
れ
、

二
〇
〇
一
年
か
ら
五
年
間
の
制
作
計
画
が
立
案
さ
れ
て
お
り
、
本
年
度
の
映
像
「
久

井
稲
生
神
社
の
御
当
」は
五
年
計
画
の
最
終
作
品
と
し
て
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
こ
の
映
像
資
料
制
作
は
、
単
年
度
制
作
で
あ
っ
た
が
、
さ
ら
に
作

品
の
水
準
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、
二
〇
〇
一
年
度
か
ら
は
二
年
度
に
わ
た
っ
て
制

作
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
第
一
年
目
に
製
作
会
社
と
と
も
に
事
前
調
査
を
実
施
し
、

実
際
に
撮
影
対
象
の
祭
礼
・
行
事
な
ど
を
調
査
し
た
上
で
、
二
年
目
に
制
作
す
る
こ

と
と
し
た
。

　

民
俗
文
化
財
映
像
資
料
は
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
と
文
化
庁
が
協
議
し
て
対
象
を

選
択
し
、
各
映
画
会
社
か
ら
提
案
き
れ
た
シ
ノ
ッ
プ
シ
ス
を
検
討
し
て
製
作
会
社
を

選
定
し
、
選
定
さ
れ
た
映
画
会
社
が
製
作
を
行
う
。
本
映
像
は
一
六
ミ
リ
フ
イ
ル
ム

で
撮
影
し
、
最
終
的
な
作
品
も
一
六
ミ
リ
で
製
作
す
る
。
完
成
作
品
の
ほ
か
、
撮
影

全
ラ
ッ
シ
ュ
も
資
料
と
し
て
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
で
保
存
す
る
。
民
俗
文
化
財
映

像
資
料
と
し
て
制
作
さ
れ
た
作
品
は
、
こ
れ
ま
で
も
数
々
の
賞
を
受
賞
し
、
製
作
方

法
も
含
め
て
記
録
映
画
界
で
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。
作
品
は
撮
影
現
地
や
館
内
で

の
試
写
会
で
公
開
し
て
い
る
ほ
か
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
展
示
場
の
ビ
デ
オ
ボ
ッ

ク
ス
で
常
時
公
開
し
て
い
る
。
ま
た
、制
作
会
社
が
一
般
に
頒
布
し
て
い
る
。
な
お
、

民
俗
文
化
財
映
像
資
料
の
著
作
権
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
が
保
有
し
て
い
る
。

（
2
）
二
〇
〇
五
年
度
制
作
映
像
「
久
井
稲
生
神
社
の
御
当
」

　

二
〇
〇
五
年
度
の
民
俗
文
化
財
映
像
資
料
の
制
作
対
象
と
し
て
選
択
し
た
の
は
、

「
久
井
稲
生
神
社
の
御
当
」
で
あ
る
。
宮
座
を
主
題
と
す
る
民
俗
文
化
財
映
像
資
料

の
制
作
は
、
大
分
県
西
国
東
郡
大
田
村
上
沓
掛
と
永
松
の
宮
座
を
対
象
と
し
た
「
国

東
の
神
ま
つ
り
」（
二
〇
〇
年
度
制
作
）
に
続
い
て
二
作
目
で
あ
る
。
久
井
稲
生
神

社
の
御
当
行
事
は
、
一
九
八
一
年
に
文
化
庁
の
「
記
録
作
成
等
の
措
置
を
講
ず
べ
き

無
形
の
民
俗
文
化
財
」
と
し
て
選
択
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ま
で
に
本
格
的
な
記
録
作
成

や
映
像
資
料
作
成
は
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
行
事
は
久
井
稲
生
神
社
の
宮
座

に
よ
っ
て
毎
年
一
〇
月
に
行
わ
れ
る
祭
礼
で
あ
り
、
奉
納
し
た
鯛
を
座
の
な
か
で
料
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理
し
、
座
員
に
分
配
す
る
の
が
儀
礼
の
中
心
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
御
当

行
事
は
「
場
の
魚
」
と
も
よ
ば
れ
て
き
た
。
こ
の
御
当
行
事
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、

そ
の
基
盤
と
な
る
宮
座
組
織
で
あ
る
。
久
井
稲
生
神
社
の
宮
座
は
、
か
つ
て
の
杭
荘

の
領
域
内
の
村
落
の
氏
子
を
範
囲
と
し
て
、
中
世
的
な
「
名
」
を
基
盤
と
し
て
構
成

さ
れ
て
い
る
。
一
般
的
に
十
軒
前
後
で
構
成
さ
れ
る
名
の
有
力
家
が
、
名
を
代
表
し

て
宮
座
の
メ
ン
バ
ー
と
な
る
。
宮
座
は
、
九
六
軒
で
構
成
さ
れ
、
東
座
、
西
座
の
二

座
に
等
し
い
家
数
で
分
か
れ
る
。
こ
の
ほ
か
に
宮
司
、
社
家
な
ど
の
座
と
し
て
見
子

座
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
中
世
的
な
宮
座
も
現
在
、
激
し
く
変
貌
し

つ
つ
あ
る
。
過
疎
化
、
脱
農
化
な
ど
の
社
会
変
化
に
と
も
な
っ
て
、
宮
座
の
座
の
権

利
が
売
買
さ
れ
、
宮
座
構
成
員
の
交
替
が
著
し
く
、
ま
た
、
祭
礼
参
加
者
が
激
減
し

つ
つ
あ
る
。
こ
う
し
た
現
状
を
映
像
記
録
と
し
て
作
成
す
る
の
が
、
今
回
の
久
井
稲

生
神
社
の
御
当
行
事
の
映
像
制
作
の
目
的
で
あ
る
。

　

第
1
回
民
俗
文
化
財
映
像
資
料
制
作
委
員
会
は
、
二
〇
〇
四
年
六
月
二
五
日
に
開

催
し
、久
井
稲
生
神
社
の
御
当
行
事
の
制
作
要
項
を
決
定
し
た
。
委
員
会
に
先
立
ち
、

二
〇
〇
四
年
五
月
一
九
日
―
二
〇
日
に
現
状
確
認
の
た
め
の
現
地
調
査
を
実
施
し
、

制
作
要
項
の
原
案
を
作
成
し
た
。
決
定
さ
れ
た
制
作
要
項
を
も
と
に
、
七
月
二
日
に

映
画
制
作
会
社
を
対
象
と
す
る
説
明
会
、
七
月
八
日
に
久
井
稲
生
神
社
に
お
け
る
現

地
説
明
会
を
実
施
し
た
後
、
映
画
会
社
に
シ
ノ
ッ
プ
シ
ス
の
提
案
を
求
め
た
。
七
社

か
ら
シ
ノ
ッ
プ
シ
ス
の
提
案
が
あ
り
、
こ
れ
を
八
月
五
日
開
催
の
第
2
回
民
俗
文
化

財
映
像
制
作
委
員
会
に
お
い
て
審
査
し
、
検
討
の
あ
と
、
委
員
全
員
の
投
票
に
よ
っ

て
、
制
作
会
社
を
桜
映
画
社
に
決
定
し
た
。

　

久
井
稲
生
神
社
の
御
当
の
映
像
は
一
〇
月
に
行
わ
れ
る
祭
礼
が
中
心
と
な
る
が
、

そ
の
祭
礼
の
予
備
調
査
が
、
民
俗
文
化
財
映
像
制
作
委
員
会
の
委
員
と
桜
映
画
社
の

ス
タ
ッ
フ
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
こ
の
予
備
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
て
二
〇
〇
五
年

二
月
に
桜
映
画
社
か
ら
シ
ナ
リ
オ
案
が
提
出
さ
れ
、
二
〇
〇
四
年
度
の
準
備
は
終
了

し
た
。

　

第
3
回
民
俗
文
化
財
映
像
資
料
制
作
委
員
会
は
、
二
〇
〇
五
年
六
月
二
三
日
に
開

催
し
、
昨
年
度
末
に
佐
倉
映
画
社
か
ら
提
出
さ
れ
た
事
前
調
査
報
告
書
を
了
承
す
る

と
と
も
に
、
新
た
な
シ
ナ
リ
オ
案
に
つ
い
て
検
討
し
、
シ
ナ
リ
オ
を
ほ
ぼ
確
定
し
た
。

撮
影
は
一
〇
月
一
七
日
の
行
事
を
中
心
に
実
施
し
、
こ
れ
に
は
国
立
歴
史
民
俗
博
物

館
の
教
員
お
よ
び
文
化
庁
関
係
の
委
員
、
外
部
委
員
の
一
部
が
立
ち
会
っ
た
。
そ
の

後
、
桜
映
画
社
が
編
集
作
業
を
進
め
、
二
〇
〇
六
年
二
月
一
日
開
催
の
第
4
回
民
俗

文
化
財
映
像
資
料
制
作
委
員
会
で
内
容
に
つ
い
て
承
認
し
、
音
入
れ
作
業
な
ど
を
経

て
三
月
に
完
成
し
た
。

　

民
俗
文
化
財
映
像
資
料
「
久
井
稲
生
神
社
の
御
当
」
は
、
本
編
一
六
ミ
リ
フ
ィ
ル

ム
版
、
三
五
分
の
作
品
で
あ
る
。
企
画
・
大
学
共
同
利
用
機
関
法
人
人
間
文
化
研
究

機
構
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、
協
力
・
文
化
庁
、
製
作
・
桜
映
画
社
。

　
「
久
井
稲
生
神
社
の
御
当
」
の
主
な
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
一
〇
月

一
七
日
の
御
当
行
事
を
中
心
に
、
そ
の
準
備
過
程
、
お
よ
び
宮
座
組
織
の
詳
細
を
映

像
化
し
た
。

1　

久
井
稲
生
神
社
と
杭
荘

2　

御
当
（
宮
座
）
の
構
成

3　

行
事
の
諸
役
と
祭
礼
の
準
備

4　

御
当
の
当
日
行
事

5　

古
老
が
語
る
昔
の
御
当

6　

御
当
後
の
行
事

　

二
〇
〇
三
―
二
〇
〇
五
年
度
に
わ
た
る
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
宮
座
関
係
の
研

究
事
業
は
、
以
上
の
よ
う
な
経
過
で
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
最
終
的
な
成
果
報
告

書
の
執
筆
作
業
に
入
り
、
こ
こ
に
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
の
一
冊
と

し
て
刊
行
す
る
運
び
と
な
っ
た
。
本
報
告
に
収
録
し
た
諸
論
文
は
、
宮
座
研
究
の
現

代
的
課
題
に
何
ら
か
の
回
答
を
出
す
と
と
も
に
、
今
後
の
宮
座
研
究
の
展
開
に
貢
献

す
る
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。
最
後
に
、
共
同
研
究
を
は
じ
め
と
す
る
こ
の
研
究
事

業
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
共
同
研
究
員
、
招
待
報
告
者
の
方
々
、
現
地
調
査
、
文
書
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調
査
、
映
像
製
作
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
方
々
に
深
く
感
謝
し
た
い
。

＊
各
論
文
文
末
に
記
載
さ
れ
て
い
る
執
筆
者
の
所
属
は
、
論
文
投
稿
時
の
所
属
で
あ

る
。

（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
部
）


